
 

 

（８） 地域特性の視点 

 都市部と農山漁村の間の相違を始め、人口構造や産業構造、更には社会資源の状況等地域の特

性は様々であり、利用者のニーズ及び必要とされる支援策も異なることから、次世代育成支援対

策においては、各地方公共団体が各々の特性を踏まえて主体的な取組を進めていくことが必要

である。 
 
 
 
行動計画策定指針（概要；現行ベース） 
市町村行動計画及び都道府県行動計画の内容に関する事項 
 
１． 地域における子育ての支援 
• 児童福祉法に規定する子育て支援事業をはじめとする地域における子育て支援サービス

の充実 
居宅における支援 短期預かり支援 相談・交流支援 子育て支援コーディネート  

 
• 保育計画等に基づく保育所受入れ児童数の計画的な拡充等の保育サービスの充実 
• 地域における子育て支援のネットワークづくり 
• 児童館、公民館等を活用した児童の居場所づくりなど、児童の健全育成の取組の推進 
• 地域の高齢者が参画した世代間交流の推進、余裕教室や商店街の空き店舗等を活用した子

育て支援サービスの推進 等  
   
２． 母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進 
• 乳幼児健診の場を活用した親への相談指導等の実施、「いいお産」の適切な普及、妊産婦

に対する相談支援の充実など、子どもや母親の健康の確保 
• 発達段階に応じた食に関する学習の機会や食事づくり等の体験活動を進めるなど、食育の

推進  
• 性に関する健全な意識の涵養や正しい知識の普及など、思春期保健対策の充実 
• 小児医療の充実、小児慢性特定疾患治療研究事業の推進、不妊治療対策の推進  
   
３． 子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 
• 子どもを生み育てることの意義に関する教育・啓発の推進 
• 家庭を築き、子どもを生み育てたい男女の希望の実現に資する地域社会の環境整備の推進 
• 中・高校生等が子育ての意義や大切さを理解できるよう、乳幼児とふれあう機会を拡充  
• 不安定就労若年者（フリーター）等に対する意識啓発や職業訓練などの実施  
• 確かな学力の向上、豊かな心や健やかな体の育成、信頼される学校づくり、幼児教育の充

実など、子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備  
• 発達段階に応じた家庭教育に関する学習機会・情報の提供、子育て経験者等の「子育てサ

ポーター」の養成・配置など、家庭教育への支援の充実  
• 自然環境等を活用した子どもの多様な体験活動の機会の充実など、地域の教育力の向上  
• 子どもを取り巻く有害環境対策の推進  
   
４． 子育てを支援する生活環境の整備 
• 良質なファミリー向け賃貸住宅の供給支援など、子育てを支援する広くゆとりある住宅の

確保 
• 公共賃貸住宅等と子育て支援施設の一体的整備など、良好な居住環境の確保 
• 子ども等が安全・安心に通行することができる道路交通環境の整備 
• 公共施設等における「子育てバリアフリー」の推進 
• 子どもが犯罪等の被害に遭わないための安全・安心まちづくりの推進  

-6-


